
 

 

 

主体性を育む！ １５０周年事業 

校長 茂木 智弘 

夏休みが明け、子どもたちの元気な声が学校に戻ってきました。学校は、子どもたちが主役。

やはり主役のいない夏休みの学校は、少し寂しいものがありました。毎朝、校門で玄関で大き

な声の「おはようございます！」を交わすやり取りにいつも元気をもらっています。休み明け、

そして日々の学校生活、地域の行事等、様々な場面でこのような素敵な子どもたちの姿に出会

える毎日に幸せを感じると共に、日頃より安心・安全な環境を整えてくださっている地域・保

護者の皆様に感謝申し上げます。 

さて、夏休み明けは運動会に始まり、文化祭、そして創立 150 周年記念事業と、行事が目

白押しです。日頃の学校生活ももちろんですが、行事を乗り越えた子どもたちの成長は、目覚

ましいものがあります。でも、そのためには「本気」で取り組むこと、協力すること、やり抜

くことが重要です。結果として上手くいかないことがあってもいい、完璧でなくてもいい。大

切なのは、目標・目的達成のために「本気」で試行錯誤することです。 

 今年度は、【主体性】をキーワードに学校全体で取り組んでいます。毎月の全校朝会でも

「自信が無くて不安でも、できないかもしれないけれど…、それでもまずは【やってみよ

う！】精神でチャレンジしてみてください。」と子どもたち（職員・地域・保護者の方々も

含む）のチャレンジの姿を示しながら話しています。そうすれば、おのずとたくさんの人が

助けてくれる。一人一人のチャレンジをみんなで応援する。そんな松野尾小学校でありたい

と考えています。 

 

 

 

 

 

 

 夏休み明けも全職員一丸となって、子どもたちの成長のために精一杯取り組んでまいりま

す。今後ともご支援・ご協力の程、よろしくお願いします。 

 

おまけコーナー（私のチャレンジ） 

 夏休み中に、生成AIを活用し、子どもたちが大好きな学校キャラクター「まつおくん」

の色々バージョンを作成しました。現在、動く「まつおくん」もチャレンジ中です。 

 

 

 

 

 

※この他にも子どもたちのチャレンジ、職員のチャレンジ、地域のチャレンジ等、松野尾小 

学校のブログで紹介していきますので、どうぞご覧ください。 

 学校だより松野尾 
 

           No.６ 

     令和７年８月２９日 

発行 新潟市立松野尾小学校 

プラス思考で 前向き

に取り組む 子ども 

 

こんな子どもたちになるように

全職員で取り組んでいきます！ 



子どもたちの体力向上・運動意欲向上を目指して 

体育主任 牧口 倫也 

（今年度の体力テスト結果一覧） 

 

 

 

 

 

 
               

 ※ 「自校」は今年度の松野尾小の結果・「県」は令和６年度の新潟県の結果（文部科学省調査） 

               ※ 赤は県平均を上回った項目・青は下回った項目 
 

 今年度の結果を全体的に見ると、「反復横跳び」で全学年が県平均を上回る結果になりました。また、

「上体起こし」「長座体前屈」「20ｍシャトルラン」「ソフトボール投げ」でも、多くの学年・性別が県

平均を上回っています。一方、「握力」「５０ｍ走」「立ち幅跳び」では、県平均を下回っている学年・

性別が半数あり、握る力や走力、跳躍力に課題があることが分かりました。どれも短時間の取組で向上

できる種目ではなく、長期的な取組が必要です。そこで、体育の学習を中心に、子どもたちが意欲的に

体を動かしていけるような場づくりや友達と励まし合えるような関係づくりに今後も取り組み、体力向

上につなげていきます。 

昨年度は、長座体前屈が課題であったため、下記写真のように、健康委員会がストレッチダンスのイ

ベントを開きました。今後も、子どもたちのアイディアを取り入れながら自分に合った課題や目標に挑

戦できるように環境を整え、子どもたちが楽しんで体を動かし、運動に親しめるように支援していきま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〈健康委員会イベント〉  

☆新潟市陸上記録会西地区大会☆ 

 ７月２９日（火）にデンカビッグスワンスタジアムで陸上記録会が行われました。 

６年生６名、５年生６名の選手が松野尾小学校を代表して参加しました。気温が高く、暑い中で

の競技でしたが、「１００ｍ走」「走り幅跳び」「男女混合４００ｍリレー」の種目で、選手全員が

最大限力を発揮することができました。 

入賞者 Ｓ さん ５年女子走り幅跳び ７位 ３ｍ２２ｃｍ  

 

〈陸上記録会〉  


